
万
葉
歌
に
育
ま
れ
た
風
土
―
真
土
山
・
妹
背
山
歌
を
中
心
に
し
て
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
瀬 

雅
之 

  

は
じ
め
に 

 

犬
養
孝
『
万
葉
の
風
土 

続
』
が
「
は
し
が
き
に
」
（
１
）

に
、 

 
 
 

わ
れ
わ
れ
は
、
時
代
か
ら
は
な
れ
、
歴
史
社
会
的
関
連
か
ら
は
な
れ
て
生
き
ら 

 
 

れ
な
い
や
う
に
、
土
地
か
ら
は
な
れ
、
風
土
的
関
連
か
ら
も
は
な
れ
て
生
き
る
こ 

 
 

と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
万
葉
の
歌
を
生
み
出
し
た
人
々
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。 

 
 

し
た
が
つ
て
、
万
葉
の
歌
を
、
よ
り
正
し
く
理
解
し
、
よ
り
正
し
く
そ
の
構
造
を 

 
 

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
二
つ
の
も
の
を
は
な
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 
 
 

こ
ん
に
ち
ま
で
、
万
葉
歌
の
歴
史
社
会
的
究
明
は
多
々
行
わ
れ
て
き
て
ゐ
る
が
、 

 
 

風
土
的
関
連
の
究
明
は
、
な
に
よ
り
も
実
地
の
た
び
か
さ
な
る
調
査
を
必
要
と
し
、 

 
 

か
つ
、
風
土
が
人
間
に
と
つ
て
多
分
に
無
意
識
的
領
域
を
も
つ
も
の
に
よ
る
の
で 

 
 

あ
ろ
う
か
、
い
ま
だ
研
究
の
緒
に
つ
い
た
状
態
と
い
つ
て
よ
い
。
人
間
が
風
土
か 

 
 

ら
片
時
も
は
な
れ
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
歌
の
風
土
的
関
連
の
実
相
の
解
明
も
、 

 
 

ま
た
当
然
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
と
に
、
実
地
に
即
す
る
と
こ
ろ
き
わ
め
て
深 

 
 

い
万
葉
歌
で
あ
る
。 

と
記
し
た
万
葉
風
土
論
は
、
臨
地
研
究
を
旺
盛
に
し
、
歌
を
碑
と
し
て
顕
彰
し
た
。
そ

の
数
は
今
も
増
え
続
け
、
二
千
三
百
基
（
２
）

を
超
え
る
。
建
立
さ
れ
た
万
葉
歌
碑
は
、

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
、
現
地
に
歌
を
楽
し
む
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
万
葉
風
土
論
で
は
あ
る
の
だ
が
、
『
万
葉

集
』
に
歌
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
詠
み
込
ま
れ
た
景
色
や
景
観
は
、
臨
地
に
求
め
ら

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
作
歌
の
中
に
形
象
さ
れ
て
ゆ
く
可
能
性
を
も
考
究
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
そ
う
に
思
う
。 

 

本
稿
で
は
、
古
南
海
道
の
往
来
に
詠
出
さ
れ
た
真
土
山
（
本
稿
で
は
、
多
様
な
原
文
表

記
に
対
応
す
る
た
め
、
訓
読
表
記
に
「
ま
つ
ち
山
」
を
用
い
る
）
・
妹
背
山
（
論
の
展
開
上
、

原
文
表
記
を
優
先
し
て
記
す
）
歌
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
歌
に
表
現
さ
れ
た
景
の
在
り
方

を
具
体
的
に
考
察
し
て
お
く
。 

  
 

一
、
「
あ
さ
も
よ
し
」
と
「
ま
つ
ち
山
」
に
形
象
さ
れ
る
景 

 

大
和
国
か
ら
紀
伊
国
へ
の
羈
旅
は
、
ま
つ
ち
山
を
越
え
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。 

 
 
 

（
大
宝
元
年
辛
丑
の
秋
九
月
、
太
上
天
皇
、
紀
伊
国
に
幸
せ
る
時
の
歌
） 

 
 

あ
さ
も
よ
し
紀
人
と
も
し
も
ま
つ
ち
山
行
き
来
と
見
ら
む
紀
人
と
も
し
も 

 
 
 

 
 

朝
毛
吉 

木
人
乏
母 

亦
打
山 

行
来
跡
見
良
武 

樹
人
友
師
母 

（
１
・
五
五
） 

 
 
 
 
 

右
の
一
首
、
調
首
淡
海 

 

右
の
一
首
は
、
『
万
葉
集
』
中
に
作
歌
年
次
を
記
す
最
も
早
い
例
で
あ
る
。
『
続
日

本
紀
』
を
開
く
と
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
八
月
三
日
に
大
宝
律
令
が
成
り
、
八
日
に

は
六
道
に
明
法
博
士
を
遣
わ
し
て
新
令
の
講
義
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
翌
九
月
の
九
日

条
に
「
天
皇
、
紀
伊
国
に
幸
し
た
ま
ふ
」
と
は
じ
ま
る
。 

 

初
句
の
「
あ
さ
も
よ
し
」
は
、
早
く
下
河
辺
長
流
の
『
万
葉
集
管
見
』
（
３
）

が
「
あ

さ
も
と
ハ
、
麻
布
の
裳
な
り
」
と
指
摘
し
、
契
沖
が
『
万
葉
代
匠
記
』
精
撰
本
（
４
）

に
、 

 
 

昔
ハ
紀
ノ
国
ヨ
リ
ヨ
キ
麻
衣
ヲ
出
セ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。
然
レ
ハ

タ
マ玉
モ藻
ヨ
シ吉
サ
ヌ讃
キ岐

ト
ツ
ヽ 

 
 

ク
ル
如
ク
、
名
物
ヲ
以
テ
呼
テ
、
木
〈
ト
〉
云
字
ニ
付
テ
オ
ケ
ル
詞
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ 

 
 

ナ
リ
。 

と
記
す
内
容
が
も
っ
と
も
有
力
視
さ
れ
て
き
た
。 

 
 

麻
衣
着
れ
ば
な
つ
か
し
紀
伊
の
国
の
妹
背
の
山
に
麻
蒔
く
我
妹
（
７
・
一
一
九
五
） 

 
 

麻
衣 

著
者
夏
樫 

木
国
之 

妹
背
之
山
二 

麻
蒔
吾
妹 

 
 
 
 
 
 
 
 

梅花女子大学文化表現学部紀要, 15:59-70

- 59 -



の
存
在
が
、
主
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。 

 
村
瀬
憲
夫
「
あ
さ
も
よ
し
紀
伊
万
葉
」
（
５
）

は
、
こ
う
し
た
見
方
を
、 

 
 

そ
の
妹
背
の
山
の
近
く
に
「

お麻
う生
づ津

」
（

な那
が賀

郡
那
賀
町
）
が
あ
る
。
い
か
に
も 

 
 

一
面
麻
の
生
い
茂
っ
た
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
。 

ま
た
海
南
市
に
は
「

あ

つ

そ

且
来
」
、

に
し西
む牟
ろ婁
ぐ
ん郡
か
み上
と
ん富
だ田
ち
よ
う

町

に
は
「

あ

つ

そ

朝
来
」
が
あ
る 

こ
の
「
あ
っ
そ
」
が
「
麻
生
」
と
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
紀
伊
国
と
麻

と
の
結
び
つ
き
を
思
わ
せ
る
資
料
と
な
る
。 

と
補
強
す
る
。
た
だ
し
、
『
延
喜
式
』
の
巻
二
十
四
「
主
計
」
が
、
紀
伊
国
の
特
産
物

と
し
て
絹
・
綿
・
紅
花
を
記
す
が
麻
を
含
ま
な
い
。
地
名
の
「
麻
生
津
」
に
つ
い
て
も
、

本
来
は
「
大
津
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
一
九
五
番
歌
の
影
響
で
「
麻
生
津
」
に
変
化

し
た
可
能
性
を
も
述
べ
、
議
論
に
余
地
を
残
す
こ
と
を
示
唆
す
る
。 

 

ま
た
村
瀬
前
掲
書
は
、
賀
茂
真
淵
『
冠
辞
考
』
巻
一
（
６
）

が
、 

 
 

木
上
宮
と
人
万
呂
の
よ
め
る
は
、
時
代
凡
同
し
き
が
中
に
少
し
さ
き
な
る
欤
。
然 

 
 

れ
は
紀
伊
に
冠
ら
せ
し
を
本
と
し
て
思
ふ
べ
か
ら
ぬ
も
の
也 

と
述
べ
た
こ
と
に
着
目
し
て
、
柿
本
人
麻
呂
が
「
高
市
皇
子
尊
の
城
上
の
殯
宮
の
時
に
、

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌
一
首
」
（
２
・
一
九
九
）
に
て
「
あ
さ
も
よ
し 

城
上
の
宮

を
」
と
詠
出
し
た
表
現
を
初
出
と
し
、
高
市
皇
子
と
同
じ
壬
申
の
乱
を
体
験
し
た
調
首

淡
海
が
、
人
麻
呂
歌
を
聞
き
、
「
キ
」
の
音
を
介
し
て
、
「
あ
さ
も
よ
し
紀
」
へ
と
転

じ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
高
市
皇
子
の
薨
去
が
持
統
十
年
（
六
九
六
）
七
月
十
日
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
時
間
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
あ
さ
も
よ
し
」
の

意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
村
瀬
憲
夫
「
笠
金
村
と
紀
伊
」
（
７
）

が
、
「
紀
伊
国

へ
の
親
愛
と
憧
憬
の
思
い
を
含
み
も
っ
て
歌
わ
れ
た
枕
詞
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
説
く

が
具
体
的
で
は
な
い
。
解
釈
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
な
の
だ
が
、
紀
伊
国
に
冠
せ
ら

て
い
る
枕
詞
だ
け
に
、
本
稿
は
ま
ず
そ
の
意
味
を
探
る
こ
と
か
ら
検
討
を
は
じ
め
る
。 

 

『
万
葉
集
』
中
に
「
あ
さ
も
よ
し
」
を
使
用
す
る
歌
を
、 

 
 

朝
毛
吉
―

き
の木
へ上

の
宮
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
・
一
九
九
） 

 
 
 
 

朝
裳
吉―

き

の

へ

城
於
の
道
ゆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

（
13
・
三
三
二
四
） 

 
 

朝
毛
吉
―
紀
人
乏
し
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
１
・
五
五
） 

 
 
 
 

朝
裳
吉―

紀
へ
行
く
君
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
９
・
一
六
八
〇
） 

 
 
 
 

麻
裳
吉―

紀
道
に
入
り
立
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
４
・
五
四
三
） 

 
 

麻
毛
吉―

紀
の
川
の
邊
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
７
・
一
二
〇
九
） 

と
順
序
立
て
た
澤
瀉
久
孝
「
枕
詞
を
通
し
て
見
た
る
人
麻
呂
の
独
創
性
」
（
８
）

は
、
「
朝

裳
」
に
原
義
を
見
出
し
、
「
朝
に
裳
」
を
「
着
る
」
の
意
と
し
て
「
紀
伊
」
に
掛
か
る

と
推
定
し
た
。
作
歌
年
次
が
右
の
と
お
り
な
ら
ば
、
「
朝
」
の
表
記
が
、
原
義
に
近
い

内
容
を
備
え
て
い
る
。
「
毛
」
と
「
裳
」
の
使
用
に
は
、
「
朝
」
と
「
麻
」
ほ
ど
の
偏

向
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
併
用
さ
れ
て
い
た
と
捉
え
た
方
が
穏
や
か
で
あ
ろ
う
。 

 

「
朝
」
と
い
う
時
間
に
着
目
す
る
と
、
次
の
歌
が
留
意
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

弁
基
の
歌
一
首 

 
 

ま
つ
ち
山
夕
越
え
行
き
て
廬
前
の
角
太
川
原
に
ひ
と
り
か
も
寝
む
（
３
・
二
九
八
） 

 
 

亦
打
山 

暮
越
行
而 

廬
前
乃 

角
太
河
原
尓 

独
可
毛
将
宿 

 
 
 
 
 

右
は
、
或
は
云
は
く
、
弁
基
は
春
日
蔵
首
老
の
法
師
名
な
り
、
と
い
ふ
。 

 

真
土
山
を
「
夕
越
え
」
し
た
と
こ
ろ
に
、
廬
前
の
角
太
川
原
に
「
ひ
と
り
か
も
寝
む
」

と
す
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
歌
に
「
あ
さ
も
よ
し
」
と
の
表
現
は
使
用
さ
れ
て

い
な
い
。
通
常
の
宿
泊
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

紀
伊
国
へ
の
羈
旅
に
宿
泊
を
考
え
た
場
合
、
ま
つ
ち
山
を
越
え
る
手
前
の
宇
智
に
次

の
歌
が
存
在
す
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

天
皇
、
宇
智
の
野
に
遊
猟
す
る
時
に
、
中
皇
命
、
間
人
連
老
に
献
ら
し
む
る 

 
 
 
 

歌 

 
 

や
す
み
し
し 

我
が
大
君
の 

 

朝
に
は 

取
り
撫
で
た
ま
ひ 

夕
に
は 

い
寄
り 

 
 

立
た
し
し 

み
と
ら
し
の 

梓
の
弓
の 

中
弭
の 

音
す
な
り 

朝
狩
に 

今
立 

 
 

た
す
ら
し 
夕
狩
に 

今
立
た
す
ら
し 

み
と
ら
し
の 

梓
の
弓
の 

中
弭
の 

 
 

音
す
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
１
・
三
） 
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反
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
ま
き
は
る
宇
智
の
大
野
に
馬
並
め
て
朝
踏
ま
す
ら
む
そ
の
草
深
野 

（
１
・
四
） 

 

「
朝
狩
」
は
、
次
の
歌
を
参
考
に
す
る
と
、 

 
 
 
 

軽
皇
子
、
安
騎
の
野
に
宿
ら
せ
る
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌 

や
す
み
し
し 
我
が
大
君 

高
照
ら
す 

日
の
皇
子 

神
な
が
ら 

神
さ
び
せ
す

と 

太
敷
か
す 
京
を
置
き
て 

こ
も
り
く
の 

泊
瀬
の
山
は 

真
木
立
つ 

荒 

き
山
道
を 

岩
が
根 
禁
樹
押
し
な
べ 

坂
鳥
の 

朝
越
え
ま
し
て 

玉
か
ぎ
る 

夕
さ
り
来
れ
ば 

み
雪
降
る 

安
騎
の
大
野
に 

は
た
す
す
き 

篠
を
押
し
な
べ 

草
枕 

旅
宿
り
せ
す 

古
思
ひ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
１
・
四
五
） 

 
 
 
 

短
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
・
四
六
、
以
下
略
） 

 
 

安
騎
の
野
に
宿
る
旅
人
う
ち
な
び
き
眠
も
寝
ら
め
や
も
古
思
ふ
に 

の
よ
う
に
前
泊
を
と
も
な
う
。
遊
猟
は
も
ち
ろ
ん
野
で
行
わ
れ
る
の
だ
が
、
宇
陀
の
中

之
庄
遺
跡
に
留
意
す
る
と
、
宿
泊
地
は
街
道
に
近
く
位
置
す
る
。
宇
智
に
も
同
様
の
宿

泊
地
が
設
け
ら
れ
た
可
能
性
を
推
定
す
る
。
そ
こ
が
行
幸
の
宿
泊
地
に
も
な
り
得
た
の

で
は
な
い
の
か
と
考
え
て
の
引
用
で
あ
る
。
同
地
で
な
く
と
も
、
宇
智
に
宿
泊
す
る
こ

と
の
で
き
る
条
件
が
あ
る
こ
と
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
。 

 

「
大
宝
元
年
辛
丑
の
秋
九
月
、
太
上
天
皇
、
紀
伊
国
に
幸
せ
る
時
の
歌
」
に
は
、 

 
 

巨
勢
山
の
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら
に
見
つ
つ
偲
は
な
巨
勢
の
春
野
を 

 
 
 
 
 

右
の
一
首
、
坂
門
人
足 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
・
五
四
） 

と
詠
ま
れ
て
い
る
。
秋
に
春
の
景
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
趣
向
は
、
慌
た
だ
し
く
通
り

過
ぎ
る
最
中
よ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
余
裕
の
あ
る
時
間
の
中
に
、
伸
び
や
か
に
披
露
さ
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
宿
泊
地
で
の
宴
の
席
に
お
い
て
、
昼
間
通
り
来
た
巨
勢
を
思

い
返
し
、
土
地
へ
の
讃
美
を
込
め
て
披
露
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
穏
や
か
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
紀
伊
国
へ
入
っ
て
か
ら
よ
り
、
大
和
国
に
留
ま
る
う
ち
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
巨
瀬
或
い
は
宇
智
で
の
宿
泊
が
想
定
さ
れ
る
。 

 

『
続
日
本
紀
』
を
開
く
と
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
十
月
十
三
日
に
は
じ
ま
る

紀
伊
国
へ
の
行
幸
は
、 

 

（
前
略
）
是
の
日
（
十
三
日
）
、
大
和
国
高
市
郡
の
小
治
田
宮
に
到
り
た
ま
ふ
。 

壬
申
（
十
四
日
）
、
車
駕
、
大
原
・
長
岡
を
巡
り
歴
、
明
日
香
川
に
臨
み
て
還
り

た
ま
ふ
。 

癸
酉
（
十
五
日
）
、
檀
山
陵
を
過
ぐ
る
と
き
に
、
陪
従
の
百
官
に
詔
し
て
。
悉
く 

下
馬
せ
し
め
て
、
儀
衛
に
そ
の
旗
幟
を
卷
か
し
め
た
ま
ふ
。
是
の
日
、
宇
智
郡
に 

到
り
た
ま
ふ
。 

と
、
宇
智
郡
へ
の
到
着
を
記
し
て
い
る
。
「
甲
戌
（
十
六
日
）
、
進
み
て
紀
伊
國
伊
都

郡
に
到
り
た
ま
ふ
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宇
智
郡
に
宿
泊
し
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ

る
。
巨
瀬
か
ら
宇
智
の
あ
た
り
で
の
宿
泊
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
翌
朝
に
紀
伊
国
へ
足

を
踏
み
入
れ
る
喜
び
と
祝
意
が
「
あ
さ
も
よ
し
」
に
、
「
朝
毛
吉
」
或
い
は
「
朝
裳
吉
」

と
表
記
さ
せ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
紀
伊
国
へ
の
行
幸
や
羈
旅
の
実
態
を
反
映
し

た
表
記
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
理
解
を
「
大
宝
元
年
辛
丑
の
冬
十
月
、
太
上
天
皇
・
大
行
天
皇
、
紀
伊
国

に
幸
せ
る
時
の
歌
十
三
首
」
（
９
・
一
六
六
七
～
一
六
七
九
）
に
続
く
、 

 
 
 
 

後
れ
た
る
人
の
歌
二
首
（
一
首
略
） 

 
 

あ
さ
も
よ
し
紀
伊
へ
行
く
君
が
ま
つ
ち
山
越
ゆ
ら
む
今
日
そ
雨
な
降
り
そ
ね 

 
 
  

 
 

朝
裳
吉 

木
方
徃
君
我 

信
土
山 

越
濫
今
日
曽 

雨
莫
零
根
（
９
・
一
六
八
〇
） 

に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
「
後
れ
た
る
人
」
が
「
朝
裳
吉
」
と
早
朝
の
滞
り
な
い
出
立

に
祝
意
を
示
し
、
紀
伊
国
へ
入
る
君
が
ま
つ
ち
山
を
越
え
る
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

今
日
だ
け
は
雨
よ
降
る
な
と
祈
願
す
る
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
大
和
国
内
の
宿
泊
先
か
ら
紀
伊
国
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
喜
び
を
含
み
込
ん
で
、
「
あ

さ
も
よ
し
」
が
「
朝
毛
」
（
１
・
五
五
）
或
い
は
「
朝
裳
」
（
９
・
一
六
八
〇
）
と
記
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
あ
さ
も
よ
し
」
が
、
「
麻
裳
吉
」
へ
と
変
化
を
み
せ
は
じ
め
る
の
は
、
次
の
歌
が

早
い
。 
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神
亀
元
年
甲
子
の
冬
十
月
、
紀
伊
国
に
幸
せ
る
時
に
、
従
駕
の
人
に
贈
ら
む 

 
 
 
 

が
た
め
に
、
娘
子
に
誂
へ
ら
れ
て
作
る
歌
一
首 

并
せ
て
短
歌
（
反
歌
後
掲
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

笠
朝
臣
金
村 

 
 

大
君
の 
行
幸
の
ま
に
ま 

も
の
の
ふ
の 

八
十
伴
の
男
と 

出
で
て
行
き
し 

 
 

愛
し
夫
は 
天
飛
ぶ
や 

軽
の
路
よ
り 

玉
だ
す
き 

畝
傍
を
見
つ
つ 

あ
さ
も 

 
 
 

よ
し 

紀
伊
道
に
入
り
立
ち 

ま
つ
ち
山 

越
ゆ
ら
む
君
は 

も
み
ち
葉
の 

散 

 
 
 

り
飛
ぶ
見
つ
つ 

む
つ
ま
し
み 

我
は
思
は
ず 

草
枕 

旅
を
宜
し
と 

思
ひ
つ 

 
 
 

つ 

君
は
あ
る
ら
む
と 
あ
そ
そ
に
は 

か
つ
は
知
れ
ど
も 

し
か
す
が
に 

黙 

 
 
 

も
え
あ
ら
ね
ば 

我
が
背
子
が 
行
き
の
ま
に
ま
に 

追
は
む
と
は 

千
度
思
へ 

 
 
 

ど 

た
わ
や
め
の 

我
が
身
に
し
あ
れ
ば 

道
守
が 

問
は
む
答
へ
を 

言
ひ
遣 

 
 
 

ら
む 

す
べ
を
知
ら
に
と 

立
ち
て
つ
ま
づ
く 

 
 
 
 
 

 
 

（
４
・
五
四
三
） 

 
 

天
皇
之 

行
幸
乃
随
意 

物
部
乃 

八
十
伴
雄
与 

出
去
之 

愛
夫
者 

天
翔
哉 

 
 
 

軽
路
従 

玉
田
次 

畝
火
乎
見
管 

麻
裳
吉 

木
道
尓
入
立 

真
土
山 

越
良
武 

 
 
 

公
者 

黄
葉
乃 

散
飛
見
乍 

親 

吾
者
不
念 

草
枕 
客
乎
便
宜
常 

思
乍 

 
 

公
将
有
跡 

安
蘇
々
二
破 

且
者
雖
知 

之
加
須
我
仁 
黙
然
得
不
在
者 

吾
背 

 
 
 

子
之 

徃
乃
萬
々 

将
追
跡
者 

千
遍
雖
念 

手
弱
女 

吾
身
之
有
者 

道
守
之 

 
 
 

将
問
答
乎 

言
将
遣 

為
便
乎
不
知
跡 

立
而
爪
衝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

 

歌
の
内
容
に
注
意
す
る
と
、
「
天
飛
ぶ
や 

軽
の
路
」
か
ら
「
玉
だ
す
き 
畝
傍
を

見
つ
つ
」
と
進
む
道
行
き
に
は
じ
ま
る
。
都
が
平
城
京
に
遷
さ
れ
た
後
は
、
藤
原
京
や

飛
鳥
京
周
辺
も
道
行
き
の
経
路
の
中
に
含
ま
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
麻
裳
吉
」
は
、
「
麻
裳
」
が
衣
装
を
具
体
的
に
表
現
し
て
「
吉
」
と
讃
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
表
記
が
可
能
に
な
る
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、
「
あ
さ
も
よ
し
」
が
掛
か
る

「
紀
伊
」
が
、
「
木
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。
加
え
て
、
「
紀
伊
道

に
入
り
立
ち 

ま
つ
ち
山
」
と
続
い
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。 

 

ま
つ
ち
山
の
表
記
に
目
を
向
け
る
と
、
大
宝
元
年
を
記
す
前
掲
五
五
番
歌
に
は
「
亦

打
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
三
月
に
還
俗
す
る
以
前
の
「
弁
基
」

を
作
者
名
に
記
す
二
九
八
番
歌
に
も
「
亦
打
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
「
亦
打
山
」

と
記
さ
れ
る
次
の
歌
は
、 

 
 
 

（
羈
旅
に
し
て
思
ひ
を
発
す
） 

 
 

い
で
我
が
駒
早
く
行
き
こ
そ
ま
つ
ち
山
待
つ
ら
む
妹
を
行
き
て
は
や
見
む 

 
 
 

 
 
 
 

乞
吾
駒 

早
去
欲 

亦
打
山 

将
待
妹
乎 

去
而
速
見
牟 

  

（
12
・
三
一
五
四
） 

と
、
「
ま
つ
」
に
「
待
つ
」
の
意
を
想
起
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
表
記
に
反
映

さ
れ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
類
似
の
表
記
と
し
て
「
又
打
山
」
と
記
す
次
の
歌
を
視

野
に
入
れ
る
と
、 

 
 
 

（
物
に
寄
せ
て
思
ひ
を
陳
ぶ
る
） 

 
 

橡
の
衣
解
き
洗
ひ
ま
つ
ち
山
本
つ
人
に
は
な
ほ
及
か
ず
け
り 

（
12
・
三
〇
〇
九
） 

 
 
 
 

橡
之 

衣
解
洗 

又
打
山 

古
人
尓
者 

猶
不
如
家
利 

の
よ
う
に
、
橡
色
の
衣
を
解
き
洗
ひ
再
び
打
ち
直
す
行
為
が
、
「
又
打
」
を
導
き
出
す

序
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
『
続
日
本
紀
』
に
は
天
平
十
一

年
（
七
三
九
）
三
月
二
十
八
日
の
出
来
事
と
し
て
記
さ
れ
る
「
石
上
乙
麻
呂
卿
、
土
左

国
に
配
さ
る
る
時
の
歌
三
首 

并
せ
て
短
歌
」
（
６
・
一
〇
一
九
～
一
〇
二
三
）
に
お
い
て

も
、 

 
 

石
上 

布
留
の
尊
は 

た
わ
や
め
の 

惑
ひ
に
因
り
て 

馬
じ
も
の 

縄
取
り
付 

 
 
 

け 

鹿
じ
も
の 

弓
矢
囲
み
て 

大
君
の 

命
恐
み 

天
離
る 

夷
辺
に
罷
る 

 
 

古
衣 

ま
つ
ち
山
よ
り 

帰
り
来
ぬ
か
も 

 
 
 
 
 

 
 

（
６
・
一
〇
一
九
） 

 
 
 
 

石
上 

振
乃
尊
者 

弱
女
乃 

或
尓
縁
而 

馬
自
物 

縄
取
附 

肉
自
物 

弓
笶 

 
 
 

囲
而 

王 

命
恐 

天
離 

夷
部
尓
退 

古
衣 

又
打
山
従 

還
来
奴
香
聞 

の
よ
う
に
「
古
衣
」
が
「
又
打
山
」
を
修
飾
し
、
わ
び
し
い
旅
情
を
表
現
し
て
い
る
。 

 

大
和
国
か
ら
紀
伊
国
へ
と
羈
旅
を
繰
り
返
す
中
で
、
「
紀
伊
」
が
「
木
」
と
記
さ
れ
、

そ
の
先
に
続
く
ま
つ
ち
山
が
、
「
亦
打
山
」
或
い
は
「
又
打
山
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
で
、

衣
に
関
わ
る
内
容
が
連
想
さ
れ
て
ゆ
く
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に「
ま

つ
ち
」
に
は
、 
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（
羈
旅
に
し
て
作
る
） 

 
 

白
た
へ
に
に
ほ
ふ
ま
つ
ち
の
山
川
に
我
が
馬
な
づ
む
家
恋
ふ
ら
し
も 

 
 

白
栲
尓 

丹
保
布
信
土
之 

山
川
尓 

吾
馬
難 

家
恋
良
下 

（
７
・
一
一
九
二
） 

と
、
「
白
た
へ
に
に
ほ
ふ
」
と
の
表
現
が
直
接
冠
せ
ら
れ
て
い
る
例
も
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
一
一
九
二
番
歌
に
記
さ
れ
た
「
ま
つ
ち
」
に
は
、
「
亦
打
」
或

い
は
「
又
打
」
と
の
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
「
信
土
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
目
を
引
く
。
「
信
土
」
は
直
ち
に
「
マ
ツ
チ
」
と
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
信
」

に
ま
こ
と
で
疑
い
の
な
い
意
味
を
捉
え
る
と
、
「
真
木
立
」
（
１
・
四
五
、
２
・
一
九
九
、

６
・
九
一
三
、
13
・
三
二
九
一
）
の
「
真
」
と
同
じ
讃
美
意
識
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
白
た
へ
に
に
ほ
ふ
ま
つ
ち
の
山
川
」
と
表
現
さ
れ
る
「
ま
つ
ち
」
に
は
、
既
に
「
白

た
へ
」
が
美
し
く
冠
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
亦
打
山
」
或
い
は
「
又
打
山
」
と
表
す

と
こ
ろ
に
魅
力
は
な
い
。
「
白
た
へ
に
に
ほ
ふ
」
と
の
美
し
い
景
に
ふ
さ
わ
し
く
土
地

誉
め
の
意
を
込
め
て
「
信
土
」
と
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
の
「
後
れ
た
る
人

の
歌
」
（
９
・
一
六
八
〇
）
に
お
い
て
も
、
「
朝
裳
吉
」
と
表
記
し
た
内
容
が
、
既
に
朝

着
る
裳
の
意
を
備
え
て
い
る
の
で
、
「
亦
打
山
」
或
い
は
「
又
打
山
」
と
表
記
さ
れ
て

い
な
い
。
「
信
土
山
」
と
記
す
こ
と
で
積
極
的
に
土
地
を
讃
美
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
掲
五
四
三
番
歌
が
「
真
土
山
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
真

に
優
れ
た
土
山
を
「
越
ゆ
ら
む
君
」
の
眼
前
に
は
「
も
み
ち
葉
の 

散
り
飛
ぶ
見
つ
つ
」

と
の
美
景
が
具
象
化
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
用
例
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
大
和
国
か
ら
紀
伊
国
へ
入
る
古
南
海
道
に

見
出
さ
れ
た
「
あ
さ
も
よ
し
」
は
、
旅
の
実
態
に
即
し
た
讃
美
表
現
と
し
て
「
朝
毛
吉
」

或
い
は
「
朝
裳
吉
」
と
、
早
朝
の
時
間
軸
を
含
み
記
さ
れ
は
じ
め
る
。
こ
れ
が
「
木
（
紀

伊
）
道
」
に
続
い
て
、
ま
つ
ち
山
が
「
亦
打
山
」
或
い
は
「
又
打
山
」
と
記
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
に
、
衣
を
編
む
イ
メ
ー
ジ
が
観
念
と
し
て
形
象
さ
れ
「
麻
裳
吉
」
と
の
表
記

が
加
わ
る
。
五
四
三
番
歌
は
そ
れ
を
積
極
的
に
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
新
し
い
紀
伊

国
の
世
界
を
詠
も
う
と
し
て
い
る
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ま
つ
ち
山
は
こ
う
し
た
作
歌
の
中
に
、
「
白
た
へ
に
に
ほ
ふ
」
（
７
・
一
一
九
二
）
と

の
表
現
が
冠
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

二
、
歌
表
現
に
形
象
さ
れ
た
「
妹
背
乃
山
」 

 

ま
つ
ち
山
を
過
ぎ
ゆ
く
と
、
や
が
て
山
間
が
狭
く
な
る
所
に
辿
り
着
く
。
『
日
本
書

紀
』
大
化
二
年
（
六
四
六
）
春
一
月
一
日
の
詔
に
は
、 

 
 

凡
そ
畿
内
は
、
東
は
名
墾
の
横
河
よ
り
以
来
、
南
は
紀
伊
の
兄
山
よ
り
以
来
、
西 

 
 

は
赤
石
の
櫛
淵
よ
り
以
来
、
北
は
近
江
の
狭
々
波
の
合
坂
山
よ
り
以
来
を
畿
内 

 
 

国
と
す
。 

と
、
畿
内
の
南
限
と
し
て
「
兄
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
た
る
。
紀
の
川
に

沿
い
な
が
ら
狭
い
稜
線
を
通
過
す
る
際
の
地
形
が
地
名
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

持
統
四
年
（
六
九
〇
）
九
月
の
紀
伊
国
行
幸
時
に
詠
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
次
の
歌
に

は
、 

 
 
 
 

勢
能
山
を
越
ゆ
る
時
に
、
阿
閉
皇
女
の
作
ら
す
歌 

 
 

こ
れ
や
こ
の
大
和
に
し
て
は
我
が
恋
ふ
る
紀
路
に
あ
り
と
い
ふ
名
に
負
ふ
勢
能
山 

 
 

此
也
是
能 

倭
尓
四
手
者 

我
恋
流 

木
路
尓
有
云 

名
二
負
勢
能
山 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
１
・
三
五
） 

と
「
勢
能
山
」
と
記
さ
れ
詠
ま
れ
て
い
る
。
阿
閉
皇
女
が
「
名
に
負
ふ
」
と
表
現
す
る

と
こ
ろ
に
は
、
「
勢
」
に
「
背
」
の
意
を
認
め
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
「
大

宝
元
年
辛
丑
の
冬
十
月
に
、
太
上
天
皇
・
大
行
天
皇
、
紀
伊
国
に
幸
せ
る
時
の
歌
十
三

首
」
（
９
・
一
六
六
七
～
一
六
七
九
）
に
は
、 

 
 

勢
能
山
に
黄
葉
常
敷
く
神
岡
の
山
の
黄
葉
は
今
日
か
散
る
ら
む
（
９
・
一
六
七
六
） 

 
 

勢
能
山
二 

黄
葉
常
敷 

神
岳
之 

山
黄
葉
者 

今
日
散
濫 

 
 
 
 
 
 
 

と
、
故
郷
の
「
神
岡
の
山
」
の
景
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 

小
田
事
が
勢
能
山
の
歌
一
首 

 
 

真
木
の
葉
の
し
な
ふ
勢
能
山
し
の
は
ず
て
我
が
越
え
行
け
ば
木
の
葉
知
り
け
む 
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真
木
葉
乃 

之
奈
布
勢
能
山 

之
努
波
受
而 

吾
超
去
者 

木
葉
知
家
武 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
３
・
二
九
一
） 

に
も
、
羈
旅
の
往
来
に
勢
能
山
が
親
し
ま
れ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
村
瀬
憲
夫
「
あ

さ
も
よ
し
紀
伊
万
葉
」
（
９
）

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
早
く
は
勢
能
山
だ
け
が
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
三
五
番
歌
の
よ
う
に
「
勢
」
に
「
背
」
の
意
を
見
出
す
者
は
、

「
妹
」
の
姿
を
合
わ
せ
て
求
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
「
丹
比
真
人
笠
麻
呂
、
紀
伊
国

に
往
き
て
勢
能
山
を
越
ゆ
る
時
に
作
る
歌
一
首
」
に
は
、 

 
 

栲
領
巾
の
か
け
ま
く
欲
し
き
妹
の
名
を
こ
の
勢
能
山
に
か
け
ば
い
か
に
あ
ら
む 

 
 

一
に
云
ふ
、
「
替
へ
ば
い
か
に
あ
ら
む
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
３
・
二
八
五
） 

 
 
 
 

栲
領
巾
乃 

懸
巻
欲
寸 

妹
名
乎 
此
勢
能
山
尓 

懸
者
奈
何
将
有 

一
云
「
可
倍 

 
 

波
伊
香
尓
安
良
牟
」 

と
、
勢
能
山
を
「
妹
」
と
呼
び
改
め
る
の
は
い
か
が
か
と
の
提
案
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
三
月
に
「
弁
基
」
か
ら
還
俗
し
た
春
日
蔵
首
老
が
、
こ
れ
に
、 

 
 
 
 

春
日
蔵
首
老
の
即
ち
和
ふ
る
歌
一
首 

 
 

宜
し
な
へ
我
が
背
の
君
が
負
ひ
来
に
し
こ
の
勢
能
山
を
妹
と
は
呼
ば
じ 

 
 
 
 

 
 

宜
奈
倍 

吾
背
乃
君
之 

負
来
尓
之 

此
勢
能
山
乎 

妹
者
不
喚
（
３
・
二
八
六
） 

と
応
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
「
妹
の
山
（
妹
山
）
」
の
存
在
が
疑
わ
れ
る
。
人
麻
呂
歌

集
歌
が
早
く
、 

 
 
 

（
羈
旅
に
し
て
作
る
） 

 
 

大
穴
道
少
御
神
の
作
ら
し
し
妹
勢
の
山
を
見
ら
く
し
良
し
も 

（
７
・
一
二
四
七
） 

 
 
 
 

大
穴
道 

少
御
神 

作 

妹
勢
能
山 

見
吉 

 
 
 
 
 
 
 

右
の
四
首
（
三
首
略
）
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
集
に
出
づ
。 

と
、
「
妹
背
の
山
」
の
意
を
詠
出
し
て
い
る
が
、
一
般
化
さ
れ
る
に
至
ら
な
い
様
子
は
、

見
て
き
た
他
の
用
例
が
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
勢
能
山
に
連
想
さ
れ
る
「
背
の
山
」
に

妹
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
「
妹
背
の
山
」
と
の
表
現
が
観
念
的
に
形
象
さ
れ
て
ゆ

く
の
で
あ
ろ
う
（
10
）

。 

 

「
勢
能
山
」
か
ら
「
妹
背
の
山
」
へ
の
展
開
は
、
前
節
で
着
目
し
た
「
神
亀
元
年
甲

子
の
冬
十
月
、
紀
伊
国
に
幸
せ
る
時
に
、
従
駕
の
人
に
贈
ら
む
が
た
め
に
、
娘
子
に
誂

へ
ら
れ
て
作
る
歌
一
首 

并
せ
て
短
歌 

 
 

笠
朝
臣
金
村
」
（
４
・
五
四
三
～
五
四
五
）
の

存
在
が
注
目
さ
れ
る
。 

 

梶
川
信
行
「
軽
の
道
の
悲
恋
物
語
」
（
11
）

は
、
道
行
き
に
詠
ま
れ
た
軽
の
地
に
残
さ

れ
た
妻
の
姿
を
認
め
、
允
恭
記
の
木
梨
之
軽
太
子
と
軽
大
郎
女
の
悲
恋
物
語
や
柿
本
人

麻
呂
の
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
、
妻
が
死
に
し
後
に
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
る
歌
二
首 

并

せ
て
短
歌
」
（
２
・
二
〇
七
～
二
一
六
）
が
応
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
確
か
に
道

行
き
は
「
天
飛
ぶ
や 

軽
の
路
よ
り
」
と
「
軽
」
を
起
点
に
し
て
い
る
。
加
え
て
歌
の

表
現
は
、
「
玉
だ
す
き 

畝
傍
を
見
つ
つ
」
と
、
そ
の
先
に
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
を

見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
二
反
歌
が
、 

 
 

我
が
背
子
が
跡
踏
み
求
め
追
ひ
行
か
ば
紀
伊
の
関
守
い
留
め
て
む
か
も 

 
 

吾
背
子
之 

跡
履
求 

追
去
者 

木
乃
関
守
伊 

将
留
鴨 

 

（
４
・
五
四
五
） 

と
示
す
よ
う
に
、
作
者
に
誂
え
ら
れ
た
「
娘
子
」
は
、
大
和
国
か
ら
関
の
向
こ
う
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
大
和
国
か
ら
紀
伊
国
に
い
る
「
吾
背
子
」
を
思
い
や
っ
て
い
る
。

長
歌
末
尾
に
「
道
守
が 

問
は
む
答
へ
を 

言
ひ
遣
ら
む 

す
べ
を
知
ら
に
と 

立
ち

て
つ
ま
づ
く
」
と
表
現
さ
れ
る
「
道
守
」
も
、
大
和
国
と
紀
伊
国
と
の
境
界
を
守
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
娘
子
」
が
紀
伊
国
に
い
る
「
背
子
」
を
思
い
や
っ
て
い
る
内
容

か
ら
は
、
こ
の
歌
が
紀
伊
国
へ
入
っ
て
か
ら
披
露
さ
れ
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。 

 
村
瀬
憲
夫
「
笠
金
村
と
紀
伊
」
（
12
）

は
、
ま
つ
ち
山
が
「
待
つ
」
を
連
想
さ
せ
る
こ

と
に
着
目
し
て
、
「
第
二
義
的
な
が
ら
、
主
人
公
の
娘
子
の
「
待
つ
」
気
持
ち
を
強
調

す
る
と
い
う
表
現
効
果
も
た
ら
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
第
一
反
歌
に
、 

 
 

後
れ

ゐ居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
紀
伊
の
国
の
妹
背
の
山
に
あ
ら
ま
し
も
の
を 

 
 

 
 

後
居
而 
恋
乍
不
有
者 

木
国
乃 

妹
背
乃
山
尓 

有
益
物
乎 

（
４
・
五
四
四
） 

と
、
「
妹
背
の
山
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、 
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こ
の
妹
背
の
山
は
、
真
土
山
の
場
合
と
同
様
、
聴
衆
に
紀
伊
国
行
幸
の
紀
伊
国
を

強
調
し
て
印
象
づ
け
、
聴
衆
の
心
に
紀
伊
国
の
世
界
を
大
き
く
広
げ
る
と
い
う
表

現
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

と
指
摘
し
、 

 
 

金
村
は
極
め
て
典
型
的
・
正
統
的
で
か
つ
有
名
な
紀
伊
国
の
風
土
を
取
り
上
げ
、 

 
 
 

そ
れ
を
極
め
て
典
型
的
・
正
統
的
に
そ
し
て
わ
か
り
や
す
く
歌
い
あ
げ
、
大
衆
受 

 
 
 

け
の
す
る
作
品
と
し
て
、
そ
つ
な
く
ま
と
め
あ
げ
た
。 

と
説
い
た
。
わ
か
ら
な
い
の
は
「
典
型
的
・
正
統
的
で
か
つ
有
名
な
紀
伊
国
の
風
土
」

と
記
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
第
一
反
歌
の
「
妹
背
の
山
」
は
、
早
く
人
麻
呂
歌
集
（
７

・
一
二
四
七
）
に
認
め
ら
れ
た
表
現
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
一
般
化
し
て
い
な
い
こ

と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

改
め
て
長
歌
を
読
ん
で
み
る
と
、
「
娘
子
」
は
「
出
で
て
行
き
し 

う
る
は
し
夫
は
」

と
家
に
い
て
、
道
行
き
を
辿
り
な
が
ら
、
夫
の
姿
を
「
あ
さ
も
よ
し 

紀
伊
道
に
入
り

立
ち 

ま
つ
ち
山 

越
ゆ
ら
む
君
」
と
思
い
や
っ
て
い
る
。
「
道
守
」
に
止
め
ら
れ
る

姿
を
想
像
す
る
と
、
ま
つ
ち
山
に
「
待
つ
」
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
。
紀
伊
国
へ

出
立
す
る
「
君
」
は
、
「
麻
裳
吉
」
に
加
え
、
「
も
み
ち
葉
の 

散
り
飛
ぶ
見
つ
つ
」

と
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
娘
子
は
「
む
つ
ま
し
み 

我
は
思
は
ず 
草
枕 

旅

を
宜
し
と 

思
ひ
つ
つ 

君
は
あ
る
ら
む
と
」
と
想
像
し
、
「
我
が
背
子
が 
行
き
の

ま
に
ま
に 

追
は
む
と
は 

千
度
思
へ
ど
」
と
の
心
情
を
吐
露
す
る
。
こ
こ
に
表
象
さ

れ
て
い
る
の
は
「
我
が
背
子
」
の
姿
ば
か
り
で
な
い
。
「
た
わ
や
め
の 

我
が
身
」
の

存
在
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
「
我
が
身
」
は
遠
く
家
に
あ
り
「
我
が
背
子
」
を
思
い
や

る
こ
と
し
か
で
き
な
け
れ
ば
、
第
一
反
歌
に
、
「
妹
背
の
山
に
あ
ら
ま
し
も
の
を
」
と

の
希
求
が
導
き
出
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
の
か
。
金
村
は
紀
伊
国
へ
入
っ
て
か
ら
披

露
す
る
歌
と
し
て
、
「
ま
つ
ち
山
」
と
と
も
に
「
勢
能
山
」
だ
け
で
は
な
く
、
傍
ら
に

希
求
さ
れ
た
「
妹
」
の
姿
を
も
含
み
込
ん
で
「
妹
背
乃
山
」
と
積
極
的
に
表
現
し
た
。

表
記
に
注
意
す
る
と
、
前
掲
人
麻
呂
歌
集
歌
（
７
・
一
二
四
七
）
は
「
妹
勢
能
山
」
と

記
す
に
留
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
妹
」
と
「
背
」
の
在
り
方
を
明
示
し
て
い
る
。
そ

つ
な
く
ま
と
め
あ
げ
た
」
と
す
る
よ
う
な
受
け
身
的
な
作
歌
姿
勢
で
は
な
く
、
羈
旅
に

往
来
す
る
人
々
が
漠
然
と
抱
く
思
い
を
、
具
体
的
な
景
と
し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
披
露
さ
れ
た
歌
に
そ
の
よ
う
な
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
れ
ば
こ

そ
、
聴
衆
は
歌
を
十
二
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
村
に
と
っ
て
「
妹

背
乃
山
」
と
記
す
表
現
は
、
作
歌
の
構
想
を
支
え
る
歌
語
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の

主
題
化
に
も
っ
と
も
効
果
的
で
あ
っ
た
の
が
「
娘
子
に
誂
へ
ら
れ
て
作
る
」
と
の
方
法

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
功
を
奏
し
て
「
妹
背
乃
山
」
と
の
表
記
と
表
現
が
定
着
し

て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。 

 

前
掲
の
金
村
歌
（
４
・
五
四
三
～
五
四
五
）
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
注
意
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
紀
伊
国
を
代
表
す
る
景
物
と
し
て
「
ま
つ
ち
山
」
と
「
妹
背

の
山
」
の
ふ
た
つ
を
一
首
の
中
に
詠
み
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 
 
 

麻
衣
着
れ
ば
な
つ
か
し
紀
伊
の
国
の
妹
背
の
山
に
麻
蒔
く
我
妹 

 
 
 

麻
衣 

著
者
夏
樫 

木
國
之 

妹
背
之
山
二 

麻
蒔
吾
妹  

 

（
７
・
一
一
九
五
） 

 

右
の
歌
は
、
上
句
に
直
接
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、
「
麻
衣
着
れ
ば
な
つ
か
し
紀

伊
の
国
の
」
と
の
内
容
に
は
、
「
亦
打
山
」
或
い
は
「
又
打
山
」
と
表
記
さ
れ
た
ま
つ

ち
山
を
想
起
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
い
。
そ
の
「
麻
衣
」
は
、
「
妹
背
の
山
」
の
妹
と

結
び
つ
い
て
「
麻
蒔
く
我
妹
」
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
下
河
辺

長
流
『
万
葉
集
管
見
』
や
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
紀
伊
国
の
実

景
を
表
現
し
た
も
の
に
な
り
得
る
の
か
。 

 
一
一
九
五
番
歌
は
、
左
注
に
「
右
の
七
首
は
、
藤
原
卿
の
作
な
り
。
未
だ
年
月
を
審

ら
か
に
せ
ず
。
」
と
記
し
、
次
の
歌
と
と
も
に
併
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
羈
旅
に
し
て
作
る
） 

 
 

山
越
え
て
遠
津
の
浜
の
石
つ
つ
じ
我
が
来
る
ま
で
に
含
み
て
あ
り
待
て 

 
 

山
超
而 
遠
津
之
濱
之 

石
管
自 

迄
吾
来 

含
而
有
待 

 

（
７
・
一
一
八
八
） 

 
 

大
き
海
に
あ
ら
し
な
吹
き
そ
し
な
が
鳥
猪
名
の
湊
に
舟
泊
つ
る
ま
で 
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大
海
尓 

荒
莫
吹 

四
長
鳥 

居
名
之
湖
尓 

舟
泊
左
右
手 

（
７
・
一
一
八
九
） 

 
 

舟
泊
て
て
か
し
振
り
立
て
て
廬
り
せ
む
名
子
江
の
浜
辺
過
ぎ
か
て
ぬ
か
も 

 
 

舟
尽 
可
志
振
立
而 

廬
利
為 

名
子
江
乃
濱
辺 

過
不
勝
鳧
（
７
・
一
一
九
〇
） 

 
 

妹
が
門
出
入
の
川
の
瀬
を
速
み
我
が
馬
つ
ま
づ
く
家
思
ふ
ら
し
も 

 
 

妹
門 

出
入
乃
河
之 

瀬
速
見 

吾
馬
爪
衝 

家
思
良
下 

 

（
７
・
一
一
九
一
） 

 
 

白
た
へ
に
に
ほ
ふ
ま
つ
ち
の
山
川
に
我
が
馬
な
づ
む
家
恋
ふ
ら
し
も 

 
 

白
栲
尓 

丹
保
布
信
土
之 

山
川
尓 

吾
馬
難 

家
恋
良
下 

（
７
・
一
一
九
二
） 

 
 

背
の
山
に
直
に
向
か
へ
る
妹
の
山
事
許
せ
や
も
打
橋
渡
す 

 

（
７
・
一
一
九
三
） 

 
 

勢
能
山
尓 

直
向 

妹
之
山 
事
聴
屋
毛 

打
橋
渡 

 
 
 

 
 

紀
伊
の
国
の
雑
賀
の
浦
に
出
で
見
れ
ば
海
人
の
灯
火
波
の
間
ゆ
見
ゆ 

 
 

木
国
之 

狭
日
鹿
乃
浦
尓 

出
見
者 
海
人
之
燎
火 

浪
間
従
所
見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
７
・
一
一
九
四
） 

 

右
の
中
で
一
一
八
八
番
歌
の
「
石
つ
つ
じ
」
に
は
、
寓
意
を
認
め
ら
れ
な
く
な
い
が
、

地
名
と
景
物
が
優
先
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
一
一
八
九
～
一
九
〇
番
歌
も
、
そ
れ
ぞ
れ

に
「
鳥
猪
名
の
湊
」
と
「
名
子
江
の
浜
」
の
地
を
詠
む
こ
と
が
主
眼
と
な
っ
て
い
る
。

一
一
九
一
番
歌
に
は
「
妹
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
下
句
の
「
我
が
馬
つ
ま
づ
く

家
思
ふ
ら
し
も
」
は
、
一
一
九
二
番
歌
の
下
句
に
「
我
が
馬
な
づ
む
家
恋
ふ
ら
し
も
」

と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
、
「
ま
つ
ち
の
山
川
」
を
境
に
大
和
の
家
の
妹
を
思

い
や
っ
て
い
る
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
一
九
三
番
歌
は
、
打
橋
に
関
心
を
向
け
て

妹
背
の
山
が
結
ば
れ
る
経
緯
を
詠
ん
で
い
る
。
一
一
九
四
番
歌
は
、
再
び
「
雑
賀
の
浦
」

の
地
に
見
え
る
景
を
歌
に
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
見
出
さ
れ
る
一
一
九
五
番
歌
だ
け

に
作
者
の
恋
の
相
手
を
具
体
的
に
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
「
藤
原
卿
」
は
房
前
と
も

麻
呂
と
も
い
わ
れ
る
（
13
）
が
、
「
娘
子
」
を
誰
と
も
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
娘

子
」
と
の
み
詠
ま
れ
て
い
る
様
子
か
ら
は
、
「
娘
子
」
も
歌
に
表
現
さ
れ
た
景
の
一
部

と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
下
河
辺
長
流
『
万
葉
集
管
見
』
や
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』 

が
紀
伊
国
を
代
表
す
る
特
産
物
と
し
て
見
出
し
た
「
麻
裳
」
は
、
く
り
返
さ
れ
た
作
歌

に
育
ま
れ
た
景
の
典
型
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

 

一
一
九
五
番
歌
に
導
き
出
さ
れ
た
景
は
、
「
ま
つ
ち
山
」
と
「
妹
背
の
山
」
と
を
一

首
に
結
び
得
た
「
神
亀
元
年
甲
子
の
冬
十
月
、
紀
伊
国
に
幸
せ
る
時
に
、
従
駕
の
人
に

贈
ら
む
が
た
め
に
、
娘
子
に
誂
へ
ら
れ
て
作
る
歌
一
首 

并
せ
て
短
歌 

 
 

笠
朝
臣
金
村
」

（
４
・
五
四
三
～
五
四
五
）
の
影
響
の
大
き
さ
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

  

三
、
万
葉
風
土
論
の
位
相
と
歌
が
形
象
す
る
景
の
在
り
方 

 

「
妹
背
の
山
」
は
、
勢
能
山
（
背
の
山
）
の
傍
ら
に
「
妹
」
が
希
求
さ
れ
、
観
念
的

に
生
み
出
さ
れ
た
景
で
あ
る
可
能
性
を
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た

地
名
に
は
、
臨
地
に
具
体
的
な
所
在
を
特
定
し
よ
う
と
す
る
議
論
が
存
在
し
て
い
る
。

犬
養
孝
「
妹
と
背
の
山
考―

旅
ご
こ
ろ―

」
（
14
）

が
、 

「
妹
の
山
」
の
所
在
に
つ
い
て
は
異
説
多
く
、
詞
の
あ
や
の
み
で
実
在
し
な
い
と 

す
る
も
の
（
『
玉
勝
間
』
等
）
、
背
ノ
山
の
二
峯
の
い
づ
れ
か
と
す
る
も
の
（
本
居 

内
遠
『
妹
山
背
山
弁
』
）
、
背
ノ
山
と
一
渓
流
を
隔
て
背
ノ
山
と
並
ん
で
紀
ノ
川
北 

岸
に
あ
る
と
す
る
も
の
（
『
新
考
』
）
、
紀
ノ
川
南
岸
で
背
ノ
山
と
相
対
し
た
伊
都 

郡
み見
よ
し好

村
西
渋
田
（
現
在
、
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
に
属
す
）
に
属
す
る
長
者
屋
敷
と

い
は
れ
る
丘
と
す
る
も
の
（
『
紀
伊
続
風
土
記
』
等
）
等
諸
説
が
あ
り
、
な
ほ
こ
れ

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
五
万
分
の
地
図
に
妹
山
（
一
二
四
メ
ー
ト
ル
）
と
あ
る

続
風
土
記
の
説
の
長
者
屋
敷
の
丘
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。 

と
記
す
内
容
が
知
ら
れ
る
。
最
近
で
は
、
村
瀬
憲
夫
「
妹
勢
能
山
一
詠
の
諸
問
題
」
（
15
）

が
こ
れ
を
検
証
し
て
、
「
長
者
屋
敷
説
は
、
古
今
集
の
歌
の
影
響
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
」

と
指
摘
し
、
「
妹
勢
能
山
は
背
山
の
二
峰
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
見
る
の
が
最
も
適

切
で
あ
る
」
と
詳
述
し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
地
理
を
特
定
す
る
議
論
の
経
緯
と

意
味
の
確
認
か
ら
検
証
を
は
じ
め
た
い
。 

 

「
妹
背
の
山
」
の
所
在
は
、
平
安
期
に
歌
語
の
注
釈
が
進
み
、
歌
枕
へ
の
関
心
が
深

万葉歌に育まれた風土  
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ま
る
中
に
問
わ
れ
は
じ
め
る
。
顕
昭
『
袖
中
抄
』
巻
第
十
四
「
イ
モ
セ
ノ
ヤ
マ
」
（
16
）

は
「
ナ
ガ
レ
テ
ハ
イ
モ
セ
ノ
ヤ
マ
ノ
ナ
カ
ニ
オ
ツ
ル
ヨ
シ
ノ
ヽ
カ
ハ
ノ
ヨ
シ
ヤ
ヨ
ノ
ナ

カ
」
を
引
用
し
な
が
ら
、 

 
 

顕
昭
云
、
イ
モ
セ
ノ
ヤ
マ
ト
ハ
紀
伊
国
ニ
ア
リ
。
吉
野
川
ヲ
ヘ
ダ
テ
ヽ
イ
モ
ノ
山

セ
ノ
ヤ
マ
ト
テ
フ
タ
ツ
ノ
山
ノ
ア
ル
ナ
リ
。
昔
イ
モ
ト
ヽ
セ
ウ
ト
ヽ
河
ヲ
ヘ
ダ
テ

ヽ
中
ノ
サ
カ
ヒ
ヲ
論
ジ
ケ
リ
。
遂
ニ
妹
カ
チ
テ
セ
ノ
山
ノ
方
チ
カ
ク
掘
テ
吉
野
川

ヲ
バ
ナ
ガ
シ
タ
リ
ト
イ
フ
。
彼
イ
モ
ト
セ
ウ
ト
、
此
ノ
二
ノ
山
ノ
ウ
ヘ
ニ
タ
テ
ル

ニ
ヨ
リ
テ
此
名
ヲ
ツ
ケ
タ
リ
。
但
此
イ
モ
ノ
山
セ
ノ
山
ノ
中
ニ
小
山
ア
リ
。
ソ
レ

ヲ
イ
モ
セ
山
ト
イ
フ
ト
ゾ
彼
国
ノ
土
民
申
ケ
ル
。
オ
ボ
ツ
カ
ナ
シ
。
／
考
万
葉
云
、

セ
ノ
ヤ
マ
ニ
タ
ヾ
ニ
ム
カ
ヘ
ル
イ
モ
ノ
ヤ
マ
コ
ト
ユ
ル
ス
ヤ
モ
ウ
チ
ハ
シ
ワ
タ
ル

／
コ
レ
ヤ
コ
ノ
ヤ
マ
ト
ニ
シ
テ
ハ
ワ
ガ
コ
フ
ル
キ
ヂ
ニ
ア
リ
テ
フ
ナ
ニ
ヲ
フ
セ
ヤ

マ
／
ワ
ギ
モ
コ
ニ
ワ
ガ
コ
ヒ
ユ
ケ
バ
ト
モ
シ
ク
モ
ナ
ラ
ビ
ヰ
シ
カ
モ
妹
与
勢
能
山

此
等
ノ
歌
ノ
心
ナ
ラ
バ
。
イ
モ
ノ
山
セ
ノ
山
別
欤
。
（
以
下
略
） 

と
記
す
。 

 

そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
入
り
国
学
が
隆
盛
す
る
こ
と
に
よ
り
、 

常
に
妹
背
山
と
つ
ゝ
け
て
い
へ
は
、
只
ひ
と
つ
の
山
の
名
の
や
う
に
、
大
か
た
の

人
思
ふ
め
り
。
然
ら
す
。
万
葉
に
、
人
な
ら
は
親
の
ま
な
ご
そ
朝
も
よ
い
き
の
山

の
へ
の
妹
と
背
の
山
、
又
兄
の
山
に
た
ゝ
に
む
か
へ
る
妹
の
山
こ
と
ゆ
る
す
や
も

打
橋
わ
た
す
と
よ
め
り
。
紀
の
川
を
隔
て
ゝ
、
兄
山
は
北
に
あ
り
。
ち
ひ
さ
き
嶋

な
り
。
所
の
も
の
、
舟
岡
山
と
な
ん
申
し
習
へ
り
。
妹
の
山
は
〈
川
の
〉
南
に
、

〈
す
こ
し
〉
巽
の
方
に
あ
た
り
て
相
向
へ
る
を
、
引
合
せ
て
い
も
せ
山
と
は
い
ふ

な
り
。
吉
野
川
の
末
、
紀
川
と
な
り
て
、
両
山
の
間
を
過
る
ほ
と
を
、
妹
背
川
と

い
ふ
。
流
て
は
と
い
へ
る
に
て
、
中
に
落
る
吉
野
川
と
い
ふ
」
こ
と
わ
り
か
た
す
。

妹
背
山
、
吉
野
に
あ
る
や
う
に
よ
め
る
歌
と
も
は
、
万
葉
を
能
見
す
、
又
な
か
れ

て
は
と
い
ふ
に
、
心
を
つ
け
ぬ
な
る
へ
し
。 

契
沖
「
妹
背
山
川
」
『
勝
地
吐
懐
編
』
上
（
17
） 

「
二
上
山
も
妹
こ
そ
あ
り
け
れ
」
と
よ
め
る
も
、
二
上
山
に
、
ま
こ
と
妹
と
い
ふ 

 
 

が
あ
る
に
は
あ
ら
ね
ど
、
峰
二
つ
あ
る
に
よ
り
て
、
ま
う
け
て
さ
は
よ
み
つ
る
な 

 
 

れ
ば
、
き
の
国
な
る
も
兄
の
山
と
い
ふ
名
に
つ
き
て
、
さ
も
い
ふ
べ
き
こ
と
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
居
宣
長
「
妹
背
山
」
『
玉
か
つ
ま
』
九
の
巻
（
18
） 

の
ご
と
く
検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
江
戸
期
に
は
各
地
に

名
所
図
会
が
作
成
さ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
地
域
に
も
名
勝
地
へ
の
関
心
が
広
が
り
、 

 
 

元
来
背
の
山
と
云
る
は
、
此
所
に
て
両
岸
の
山
相
狭
て
、
咽
喉
を
な
せ
る
よ
り
、 

 
 

往
古
畿
内
の
界
と
も
せ
ら
れ
、
い
ま
も
伊
都
那
賀
の
郡
界
と
も
な
れ
ば
、
迫
山
と 

 
 

云
て
あ
り
し
を
、
此
山
の
峯
ニ
ッ
あ
り
て
、
相
並
し
形
象
あ
る
よ
り
、
風
騒
の
士
、 

 
 

そ
の
元
来
の
迫
の
山
の
名
を
、
妹
妋
の
義
に
取
な
し
て
、
詠
じ
来
れ
る
よ
り
、
名 

 
 

高
く
な
り
た
れ
ど
も
、
此
山
を
総
て
い
ふ
に
は
、
背
の
山
と
従
来
の
ま
ゝ
に
云
も 

 
 

し
、
物
に
記
し
も
す
る
事
に
て
、
妹
の
山
背
の
山
と
云
る
は
、
文
人
の
詞
章
に
の 

 
 

み
最
初
は
云
て
、
何
の
方
の
峯
を
妹
の
山
と
も
背
の
山
と
も
、
定
め
て
喚
分
た
る 

 
 

に
は
非
ず
、
只
峯
二
ッ
あ
る
よ
り
云
る
な
れ
ば
、
後
々
ま
で
も
、
背
の
山
の
名
は 

 
 

従
来
の
ま
ゝ
に
、
山
の
名
に
も
村
の
名
に
も
残
れ
る
を
、
妹
山
は
確
に
何
と
定
め 

 
 

た
る
方
な
け
れ
ば
知
ら
ず
な
り
て
、
（
以
下
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
居
内
遠
「
妹
山
背
山
弁
」
『
本
居
内
遠
全
集
』
（
19
） 

と
の
発
言
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
に
触
れ
た
万
葉
風
土
論

は
、
い
わ
ば
そ
の
延
長
に
展
開
さ
れ
て
き
た
議
論
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

万
葉
歌
そ
の
も
の
に
地
理
を
探
し
て
み
る
と
、 

 
 
 

（
羈
旅
に
し
て
作
る
） 

 
 

妹
に
恋
ひ
我
が
越
え
行
け
ば
背
の
山
の
妹
に
恋
ひ
ず
て
あ
る
が
と
も
し
さ 

 
 
 
 

妹
尓
恋 

余
越
去
者 

勢
能
山
之 

妹
尓
不
恋
而 

有
之
乏
左
（
７
・
一
二
〇
八
）

は
、
家
に
残
し
て
き
た
妹
を
恋
い
慕
い
な
が
ら
、
越
え
行
く
「
勢
能
山
」
を
捉
え
て
、

「
妹
」
に
恋
を
し
な
い
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
羨
ま
し
い
と
詠
ん
で
い
る
。
「
妹
の
山
」

の
存
在
が
明
確
に
詠
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
越
え
行
け
ば
」
と
の
表
現
は
、 
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我
妹
子
に
我
が
恋
ひ
行
け
ば
と
も
し
く
も
並
び
居
る
か
も
妹
と
背
の
山 

 
 

吾
妹
子
尓 

吾
恋
行
者 

乏
雲 

並
居
鴨 

妹
与
勢
能
山 

 

（
７
・
一
二
一
〇
） 

と
、
よ
り
観
念
的
に
「
恋
ひ
行
け
ば
」
と
表
現
さ
れ
て
も
い
る
。
「
妹
の
山
」
の
所
在

も
「
並
び
居
る
か
も
」
と
、
疑
問
を
と
も
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
妹
山
（
妹
の

山
）
」
の
存
在
は
希
求
さ
れ
て
い
る
が
、
確
か
な
所
在
を
示
す
よ
う
に
は
表
現
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
は
、 

 
 

妹
が
あ
た
り
今
そ
我
が
行
く
目
の
み
だ
に
我
に
見
え
こ
そ
言
問
は
ず
と
も 

 
 
 
 

妹
当 

今
曾
吾
行 

目
耳
谷 

吾
耳
見
乞 

事
不
問
侶 

 
 

（
７
・
一
二
一
一
） 

に
し
て
も
、
「
妹
が
あ
た
り
」
と
漠
然
と
し
て
い
る
。
残
し
て
き
た
妹
が
立
ち
現
れ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

（
山
を
詠
む
） 

 
 

紀
伊
道
に
こ
そ
妹
山
あ
り
と
い
へ
櫛
上
の
二
上
山
も
妹
こ
そ
あ
り
け
れ 

 
 
 
 
  

 
 

木
道
尓
社 

妹
山
在
云 

櫛
上 

二
上
山
母 

妹
許
曾
有
来 

（
７
・
一
〇
九
八
） 

 

右
の
歌
に
つ
い
て
も
、
「
妹
山
あ
り
と
い
へ
」
と
伝
え
る
だ
け
で
、
眼
前
に
妹
山
を

捉
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
勢
能
山
を
通
り
過
ぎ
る
際
に
、
勢
能
山
に
「
背
の
山
」

を
思
い
や
り
、
寄
り
添
う
景
と
し
て
「
妹
山
」
の
存
在
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
る
。
わ
ず
か
に
次
の
歌
だ
け
が
、 

 
 
 

（
羈
旅
に
し
て
作
る
） 

 
 

背
の
山
に
直
に
向
か
へ
る
妹
の
山
事
許
せ
や
も
打
橋
渡
す 

 

（
７
・
一
一
九
三
） 

 
 

勢
能
山
尓 

直
向 

妹
之
山 

事
聴
屋
毛 

打
橋
渡 

と
、
背
の
山
（
勢
能
山
）
に
対
し
て
「
直
に
向
か
へ
る
」
と
所
在
を
示
し
て
い
る
の
が

留
意
さ
れ
る
。
見
て
き
た
歌
が
両
者
の
関
係
を
「
と
も
し
」
と
、
仲
む
つ
ま
じ
く
捉
え

て
い
た
の
に
対
し
、
「
事
許
せ
や
も
」
と
妹
の
姿
勢
に
疑
問
が
示
さ
れ
て
い
る
意
味
で
、

異
な
る
視
点
か
ら
詠
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
歌
と

見
て
い
る
対
象
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
印
象
さ
え
受
け
る
。
と
は
い
え
、
「
打

ち
橋
」
が
実
景
と
し
て
何
を
捉
え
て
い
る
の
か
を
歌
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
多
様
な
着
想
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
（
20
）

。
勢
能
山
を
見

る
視
野
の
中
に
「
直
に
向
か
え
る
」
と
の
位
置
に
見
出
さ
れ
る
の
が
「
妹
の
山
」
と
な

ろ
う
。 紀

伊
の
国
の 

浜
に
寄
る
と
い
ふ 

鮑
玉 

拾
は
む
と
言
ひ
て 

妹
の
山 

背
の 

 
 

山
越
え
て 

行
き
し
君 

い
つ
来
ま
さ
む
と 

玉
桙
の 

道
に
出
で
立
ち 

夕
占 

 
 

を 

我
が
問
ひ
し
か
ば 

夕
占
の 

我
に
告
ら
く 

我
妹
子
や 

汝
が
待
つ
君
は 

 
 

沖
つ
波 

来
寄
る
白
玉 

辺
つ
波
の 

寄
す
る
白
玉 

求
む
と
そ 

君
が
来
ま
さ 

 
 

ぬ 

拾
ふ
と
そ 

君
は
来
ま
さ
ぬ 

久
な
ら
ば 

今
七
日
だ
み 

早
か
ら
ば 

今 

 
 

二
日
だ
み 

あ
ら
む
と
そ 

君
は
聞
こ
し
し 

な
恋
ひ
そ
我
妹
（
反
歌
略
） 

 
 

木
国
之 

浜
因
云 

鰒
珠 

将
拾
跡
云
而 

妹
乃
山 

勢
能
山
越
而 

行
之
君 

 
 

何
時
来
座
跡 

玉
桙
之 

道
尓
出
立 

夕
卜
乎 

吾
問
之
可
婆 

夕
卜
之 

吾
尓 

 
 

告
良
久 

吾
妹
児
哉 

汝
待
君
者 

奥
浪 

来
因
白
珠 

辺
浪
之 

縁
流
白
珠 

 
 

求
跡
曾 

君
之
不
来
益 

拾
登
曾 

公
者
不
来
益 

久
有 

今
七
日
許 

早
有
者 

 
 

今
二
日
許 

将
有
等
曾 

君
者
聞
之
二
々 

勿
恋
吾
妹 

 
 

（
13
・
三
三
一
八
） 

 

右
の
歌
に
は
、
「
妹
の
山
」
が
「
背
の
山
」
と
は
別
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

作
者
に
相
当
す
る
「
我
妹
子
」
は
、
そ
こ
を
越
え
て
「
行
き
し
君
」
の
帰
り
を
待
っ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
山
を
眼
前
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

つ
ま
り
、
『
万
葉
集
』
の
中
に
収
め
ら
れ
た
歌
の
中
に
は
、
勢
能
山
を
越
え
ゆ
く
こ

と
は
認
め
ら
れ
て
も
、
「
妹
の
山
」
を
こ
こ
だ
と
特
定
す
る
よ
う
な
表
現
を
認
め
る
事

が
難
し
い
。
勢
能
山
の
傍
ら
に
妹
が
希
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
並
び
立
つ
、
或
い
は
「
直

に
向
か
え
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
歌
の
中
に
形
象
さ
れ
た
景
と
し
て
表
現
さ

れ
た
の
が
、
表
記
を
含
め
て
「
妹
背
乃
山
」
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

平
安
時
代
以
降
に
な
る
と
、
歌
の
注
釈
や
歌
枕
の
議
論
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
所
在
が
具
体
的
に
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
国
学
の
隆
盛
や
地
域
の
名
所
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
所
在
地
へ
の
議
論
が
活
発
化
さ
れ
る
中
に
万
葉
風
土
論
が
誕
生
し

た
。
そ
う
し
た
議
論
に
誘
わ
れ
て
、
臨
地
を
訪
ね
て
い
え
る
こ
と
は
、
古
南
海
道
の
特
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定
が
優
先
さ
れ
る
。
臨
地
の
景
観
は
、
歩
く
位
置
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
す
る
た
め
で

あ
る
。
万
葉
歌
の
中
に
形
象
さ
れ
た
「
妹
の
山
」
は
、
古
南
海
道
を
往
来
し
な
が
ら
、

眺
め
や
る
勢
能
山
の
傍
ら
に
希
求
さ
れ
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。 

  

お
わ
り
に 

 

万
葉
歌
を
た
ど
る
限
り
、
古
南
海
道
に
紀
伊
国
へ
の
旅
は
概
ね
楽
し
い
も
の
で
あ
っ

た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
つ
ち
山
や
勢
能
山
は
、
大
和
に
い
る
間
か
ら
見
る
こ
と

が
羨
望
さ
れ
て
い
た
国
境
の
山
で
あ
り
、
機
内
外
を
区
別
す
る
山
で
あ
っ
た
。 

 

「
あ
さ
も
よ
し
」
と
の
枕
詞
は
、
当
初
、
早
朝
に
紀
伊
国
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と

へ
の
歓
喜
と
祝
意
を
も
っ
て
、
「
朝
毛
吉
」
或
い
は
「
朝
裳
吉
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
が
「
紀
伊
」
は
「
木
」
と
記
さ
れ
、
越
え
行
く
「
ま
つ
ち
山
」
が
「
亦
打
山
」
或

い
は
「
又
打
山
」
と
記
さ
れ
る
中
で
、
紀
伊
国
は
衣
豊
か
な
国
と
連
想
さ
れ
て
ゆ
く
。

奈
良
時
代
に
入
る
と
、
「
あ
さ
も
よ
し
」
に
は
、
「
麻
裳
吉
」
と
の
表
記
が
加
え
ら
れ

て
ゆ
く
。 

 

そ
の
先
に
畿
内
の
南
限
と
さ
れ
た
勢
能
山
は
、
「
背
の
山
」
と
見
な
さ
れ
傍
ら
に「
妹
」

の
姿
が
希
求
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
実
景
の
中
に
「
妹
の
山
」
を
明
確
に
捉
え
る
も
の

で
は
な
く
、
羈
旅
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
歌
の
中
に
憧
憬
さ
れ
て
い
た
。
「
妹
背
の
山
」

（
妹
背
乃
山
）
は
、
そ
の
象
徴
と
し
て
成
立
し
た
歌
語
だ
と
い
え
る
。 

 

「
ま
つ
ち
山
」
と
「
勢
能
山
」
は
、
「
神
亀
元
年
甲
子
の
冬
十
月
、
紀
伊
国
に
幸
す

時
に
、
従
駕
の
人
に
贈
ら
む
が
た
め
に
、
娘
子
に
誂
へ
ら
れ
て
作
る
歌
一
首 

笠
朝
臣

金
村
」
（
４
・
五
四
三
～
五
四
五
）
に
よ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
旅
の
中
に
結
ば
れ
て
ゆ
く
。

そ
こ
に
見
出
さ
れ
た
の
が
、 

 
 
 

麻
衣
着
れ
ば
な
つ
か
し
紀
伊
の
国
の
妹
背
の
山
に
麻
蒔
く
我
妹 

 
 
 

麻
衣 

著
者
夏
樫 

木
國
之 

妹
背
之
山
二 

麻
蒔
吾
妹  

 

（
７
・
一
一
九
五
） 

と
の
景
で
あ
る
。
そ
れ
は
万
葉
の
時
代
に
、
現
地
で
展
開
さ
れ
て
い
た
風
土
や
景
観
そ

の
も
の
で
は
な
い
。
「
万
葉

う
た歌

風
土
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
、
作
歌
の
中
に
育
ま
れ
た
世

界
と
し
て
存
在
す
る
。
笠
金
村
歌
（
４
・
五
四
三
～
五
四
五
）
は
、
こ
れ
を
積
極
的
に
展

開
し
た
意
欲
的
な
作
で
あ
っ
た
。 

 

「
妹
の
山
」
を
地
理
的
に
求
め
る
志
向
は
、
平
安
時
代
に
入
り
、
万
葉
歌
へ
の
注
記

が
加
わ
り
、
歌
枕
へ
の
関
心
が
深
ま
る
中
に
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
ゆ
く
。

江
戸
期
の
国
学
の
隆
盛
と
、
名
所
図
会
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
景
勝
地
へ
の
関
心
が
広

が
る
中
で
、
議
論
は
地
域
を
含
め
て
活
発
化
し
た
。
万
葉
風
土
論
は
そ
の
延
長
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
研
究
と
な
る
。
そ
う
し
た
享
受
史
に
誘
わ
れ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
楽

し
む
時
、
私
た
ち
が
も
っ
と
も
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
古
南
海
道
の
特

定
で
あ
る
。
た
ど
る
道
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
の
で
き
る
風
景
が
大
き
く
異
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
あ
る
。
歌
の
中
に
形
象
さ
れ
た
「
妹
背
の
山
」
（
妹
背
乃
山
）
の
景
は
、
古

南
海
道
を
旅
す
る
時
、
勢
能
山
を
眺
め
や
る
傍
ら
に
或
い
は
向
き
合
い
見
出
さ
れ
る
所

に
「
妹
の
山
（
妹
山
）
」
が
存
在
す
る
。
古
南
海
道
の
道
筋
が
時
代
ご
と
に
変
わ
る
の

で
あ
れ
ば
、
見
る
位
置
に
よ
っ
て
「
妹
の
山
（
妹
山
）
」
の
存
在
も
ま
た
、
変
化
し
て

ゆ
く
可
能
性
を
流
動
的
に
捉
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。 

   

注 

（
１
）
犬
養
孝
『
万
葉
の
風
土 

続
』
塙
書
房 

一
九
七
二
年
一
月
。 

（
２
）
田
村
泰
秀
編
・
冨
田
俊
子
補
『
万
葉
二
千
三
百
碑
』
万
葉
の
大
和
路
を
歩
く
会 

 
 
 

二
〇
一
八
年
四
月
。 

（
３
）
下
河
辺
長
流
『
万
葉
集
管
見
』
（
『
万
葉
集
叢
書
』
第
六
・
七
集 

臨
川
書
店 

一
九
七
二
年
一
一
月
）
。 

（
４
）
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
惣
釈 

枕
詞
下
』
精
撰
本
（
『
契
沖
全
集
』
第
一
巻 

岩
波 

 
 
 

書
店 
一
九
七
三
年
一
月
）
。 

（
５
）
村
瀬
憲
夫
「
あ
さ
も
よ
し
紀
伊
万
葉
」
『
万
葉
の
歌
―
人
と
風
土―

⑨
和
歌
山
』 

 
 

 
 

保
育
社 

一
九
八
六
年
八
月
。 
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（
６
）
賀
茂
真
淵
『
冠
辞
考
』
巻
一
（
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
八
巻 

続
群
書
類
従
完
成 

 
 

 
 

会 

一
九
七
八
年
六
月
）
。 

（
７
）
村
瀬
憲
夫
「
笠
金
村
と
紀
伊
」
『
紀
伊
万
葉
の
研
究
』
和
泉
書
院 

一
九
九
五
年 

 
 
 

二
月
、
初
出
は
一
九
九
一
年
一
月
。 

（
８
）
澤
瀉
久
孝
「
枕
詞
を
通
し
て
見
た
る
人
麻
呂
の
独
創
性
」
『
万
葉
の
作
品
と
時 

 
 
 

代
』
一
九
四
一
年
三
月 

岩
波
書
店
。 

（
９
）
村
瀬
前
掲
（
５
）
に
同
じ
。 

（
10
）
村
瀬
前
掲
（
７
）
に
同
じ
。 

（
11
）
梶
川
信
行
「
軽
の
道
の
悲
恋
物
語
」
『
万
葉
史
の
論 

笠
金
村
』
桜
楓
社
一
九 

 
 
 

 

八
七
年
十
月
、
初
出
は
一
九
七
九
年
一
二
月
。 

（
12
）
村
瀬
前
掲
（
７
）
に
同
じ
。 

（
13
）
村
瀬
憲
夫
「
藤
原
卿
の
歌―

藤
原
卿 

藤
原
卿
の
歌
」
『
万
葉 

和
歌
浦
』
求
龍 

 
 
 

 

堂 

一
九
九
二
年
一
月
。 

（
14
）
犬
養
孝
「
妹
と
背
の
山
考
―
旅
ご
こ
ろ―

」
『
万
葉
の
風
土 

続
』
塙
書
房  

 
 
 

一
九
七
二
年
、
初
出
は
一
九
六
〇
年
。
木
下
正
俊
（
「
妹
背
山
女
男
の
打
橋
」 

 
 
 

『
万
葉
』
第
七
三
号 

一
九
七
〇
年
。 

（
15
）
村
瀬
憲
夫
「
妹
勢
能
山
詠
の
諸
問
題
」
『
万
葉
集
研
究
』
第
二
十
七
集 

塙
書 

 
 
 

 

房 

二
〇
〇
五
年
六
月
。 

（
16
）
顕
昭
『
袖
中
抄
』
巻
第
十
四
「
イ
モ
セ
ノ
ヤ
マ
」
（
橋
本
不
美
男
著
『
袖
中
抄 

 
 
 

の
校
本
と
研
究
』
「
本
文
篇
」
笠
間
書
院 

一
九
八
五
年
二
月
）
。 

（
17
）
契
沖
「
妹
背
山
川
」
『
勝
地
吐
懐
編
』
上
（
『
契
沖
全
集
』
第
十
一
巻
「
名
所 

 
 
 

 

研
究
一
」
岩
波
書
店 

一
九
七
三
年
八
月
）
。 

（
18
）
本
居
宣
長
『
玉
勝
間
』
九
の
巻
（
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
巻 

筑
摩
書
房 

 
 

  

一
九
六
八
年
五
月
）
。 

（
19
）
本
居
内
遠
「
妹
山
背
山
弁
」
（
『
本
居
内
遼
全
集
』
第
十
二 

吉
川
弘
文
館 

 
 

  

一
九
〇
二
年
十
一
月
。
本
稿
は
増
訂
再
版 

一
九
二
七
年
八
月
に
よ
る
）
。 

（
20
）
本
稿
で
は
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
「
妹
と
背
の
山
」
に
は
、 

 
 
 
 

人
な
ら
ば
母
が
愛
子
そ
あ
さ
も
よ
し
紀
伊
の
川
の
辺
の
妹
と
背
の
山 

 
 
 
 

人
在
者 

母
之
最
愛
子
曽 

麻
毛
吉 

木
川
邊
之 

妹
与
背
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
７
・
一
二
〇
九
） 

 
 
 

の
よ
う
に
、
独
自
な
構
想
に
基
づ
い
て
詠
ま
れ
た
歌
も
残
さ
れ
て
い
る
。 

  
 
 

引
用
し
た
『
万
葉
集
』
と
『
日
本
書
紀
』
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
を
、
『
続

日
本
紀
』
は
新
古
典
文
学
大
系
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
本
稿
に
合
わ
せ
て
表
記

の
一
部
を
改
め
て
い
る
。 

 
 ※

本
稿
は
、
美
夫
君
志
会
に
お
い
て
、
二
〇
一
六
年
一
月
に
「
万
葉
集
を
読
む
楽
し
み 

 
―

あ
さ
も
よ
し
紀
人
と
も
し
も
真
土
山―

」
と
題
し
、
二
〇
一
七
年
一
月
に
は
「
歌 

 

の
理
解
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク―

紀
伊
国
の
妹
背
山
の
場
合―

」
と
題
し
て
口
頭 

 

発
表
し
た
内
容
を
骨
子
と
し
て
い
る
。 
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